


〈アンドレアス・シュタイアー プロジェクト11〉 

　近年、自身の知性と感性の精巧な網を幾重にもめぐらせ、
そこを潜り抜けた凝りに凝った知的なプログラムで、感度の
高い聴衆や時代に挑戦してきたアンドレアス・シュタイ
アー。それは、いま心から弾きたい気持ちの発露の選曲であ
ると同時に、日本の聴き手を、未聴の世界へと誘

いざな
うかのよう

な試みともいえた。
　そんなシュタイアーが今回は、ハイドンの変ホ長調ソナタ、
モーツァルトのハ短調幻想曲、ベートーヴェンのバガテル
Op.126に、シューベルトの最後の長大なソナタという、ひと
きわ知られた曲でリサイタルに臨む。知名度の高い曲ではあ
るが、様々な興味を喚起させるプログラムだ。18世紀後半か

ら19世紀前半のウィーン古典派音楽を俯瞰する構成と取
ることもできるし、ハイドンとシューベルトの2つのソナ
タの対比は、モーツァルト、ベートーヴェンと脈々と受け
継がれ発展したソナタ時代の台頭と終焉と読むこともでき
よう。また、プログラムの最初と最後に配されたモーツァ
ルトとシューベルトでの劇性と彼岸の安寧さと、ハイドン、
ベートーヴェンにおける音楽のユーモア、鋭敏なセンスと
のコントラスト。聴衆の知的好奇心をどこまでもくすぐり
ながら、調性的にも美しい流れをもった、極めて純度の高
いプログラムで、ウィーン古典派のピアノ曲の世界、その
変遷をたっぷりと味わう稀有な機会となるだろう。 

もちろん、構成や選曲ばかりに注目していてはいけない。
大仰さや思わせぶりとは対極にいるシュタイアーの演奏
は、私たちに知り尽くした感のあるこれらの名曲が、まだ
いくつもの未聴の魅力を持っていたことを教えてくれる
に違いない。

　尚、使用する楽器は、シュタイアー本人の希望を尊重し、
以前の来日期間に試演を重ね、今回のプログラム検討の念頭
に置き続けたプレイエル（1843年製）、ヴィンテージ・スタイ
ンウェイ（1887、1912年製）の3つの楽器から、来日後、シュ
タイアーが状態を確認、選定した楽器で演奏することにした。
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ハイドン：ピアノ三重奏曲 変ホ長調 Hob.ⅩⅤ-29

モーツァルト：ピアノ三重奏曲 ハ長調 K548

シューベルト：ピアノ三重奏曲第2番 変ホ長調 D929一般 6,500円 ／ 学生 3,000円

2/20土2021

17:00開演

アンドレアス・シュタイアー プロジェクト 12
ダニエル・ゼペック [ヴァイオリン]＆ロエル・ディールティエンス [チェロ]＆アンドレアス・シュタイアー [ピアノ]

アンドレアス・シュタイアー  プロジェクト  11＆12
２公演セット券

通常価格
12,000円のところ

トッパンホールクラブゴールド会員  9,120円
レギュラー会員／一般                    10,320円

全席指定
限定数販売
会員同時入会可※発売日等はWEBサイトをご確認ください


